
知床硫黄山・現地見学会
「知床硫黄山の溶融硫黄噴火の跡と硫黄鉱山遺構」
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駐車スペース

知床硫黄山は大量の溶融硫黄を噴出する世界的に珍しい火山ですが、
これまであまり注目されてきませんでした。これまで10年以上にわたって
この山を調査研究してきました。見学会では、これまでに判ったことを
皆々様にお伝えしたいと思います。この見学会を通して、この地域に興
味深い自然があることや、鉱山にまつわる歴史があることをご紹介しま
す。将来地元の人たちやここを訪れる人たちが学んで楽しめる場所にし
たいと考えております。

放っておけば、「ただの山」「ただの川」「ただのコンクリート」ですが、それ
に詳しい説明を加えて、さらにもっと詳しく知りたい人のためにガイドがで
きる体制を整えることによって、それらは何倍もの価値を持ち、この地域
に役立つことでしょう。

見学会の概要：
①カムイワッカを出発して、旧鉱山道をたどって
海岸付近まで下ります。そこで鉱山時代の索道
（ロープウェイ）の施設遺構を見学します。そこ
に湧き出している温泉も見ます。
②旧鉱山道をもどって車道まで戻ります。
③登山道を登って新噴火口に行きます。その途
中でかつて溶融硫黄が流れた跡や鉱山施設跡
を見学します。

注意：
予定を組んでから気づいたのですが、標高差が
600mもあり、けっこうきつい歩行になるかもしれ
ません。適度に休憩をとりながら歩きますので、
しんどくなった方は、遠慮なくお申し出ください。

「手作り」の見学会です。気が付かない点などあ
るかと思いますが、臨機応変に対応しますの
で、遠慮なくご指摘ください。また、お手伝いい
ただけるところは、ぜひよろしくお願いいたしま
す。

車はカムイワッカの手前の登
山客用の駐車スペースに駐
車願います。
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火口沢の岩の隙間には、今も当時
の硫黄が残っています。
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星空がきれい！
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白い砂利の傾
斜を上がります

この辺の
地下で硫黄が
生成しています。

1号火口
（新噴火口）

索道という鉱山用のロープウェイの終点があったところ
です。硫黄山で採取した硫黄を索道を使ってここまで運
び、海岸に落としていました。

石垣の上のコンクリート構造物

1936年当時の1号火口

現在の1号火口（新噴火口）

新噴火口（1号火口）：　
大量の溶融硫黄を噴出する火口。噴気孔から噴出
する火山ガスの温度は90℃を超えます。また、火口
の中や西側火口壁付近に鉱山時代の石垣を見るこ
とができます。

硫黄で埋没したカムイワッカ川（1936年）
カムイワッカ展望所より少し山頂側の登山道から見た光景

草むらで
ひっそりと眠る
鉱山施設跡

カムイワッカ展望所

1936年当時、カムイワッカ川は、大量の硫黄で埋まっていました。

セセキ温泉

　まほろばの湯
索道施設跡のすぐ近
くに、鉄分を含んだ
赤いお湯がこんこん
と湧いています。
46.5℃。pH=7
 （2019年4月20日）

ここから見る
夕日は幻想的！

1936年

第二索道遺構から見える海岸のすばらしい景色
紺碧の海に落ちるカムイワッカの滝も見えます。

　知床硫黄山は大量の溶融硫黄を噴出する世界で唯一の火山です。最後に噴火をし
たのは、1936年のことです。現在「新噴火口」と呼ばれている1号火口から116,523トン
もの溶融硫黄が噴出し、カムイワッカ川に流れ込んで谷を埋め尽くしました。その後、
硫黄は火薬などの原料としてほとんど採掘されてしまいましたが、現在でも新噴火口
付近では、岩の隙間や表面にわずかな硫黄を見ることができます。
　硫黄山とカムイワッカ周辺は、皆月家や日本特殊鉱業株式会社によって硫黄鉱山と
して開発されました。また強制労働により、多くの人々が命をおとしました。硫黄山登
山口から新噴火口までの登山道は、鉱山時代に作られた古い歴史のある道です。
1936年当時は町からの林道はなく、険しい山の中やカムイワッカ川の中に堆積してい
た硫黄を海岸まで運び出すためにトロッコや索道（鉱山用ロープウェイ）を使っていま
した。現在でも鉱山施設の遺構や石垣を見ることができます。
　セセキ温泉まほろばの湯は、海岸の索道施設のそばにあり、草木に埋もれながらこ
んこんと47℃のまろやかなお湯が湧き出しています。
　世界的に珍しい硫黄噴火と硫黄鉱山跡をぜひご見学ください。

第二索道遺構

第一索道遺構

温泉1

温泉2

第一索道遺構第一索道遺構

1936年当時のカムイワッカ河口付近
当時は砂礫状の硫黄が大量に堆積し
て砂浜を形成していました。トロッコの
線路が敷かれ、多くの労働者が硫黄
採掘に従事していました。

第二索道遺構第二索道遺構

現在現在

カムイワッカ川の硫黄

昔は、索道があったんだ！

カムイワッカ川の硫黄を荷
台に乗せて索道で海岸まで
運んでいました。

硫黄山登山口を通りすぎ、車道
沿いに120mほど進みます。そこ
から左の笹の茂みに入っていくと
鉱山時代の道があります。かつ
てはこの道を多くの鉱夫が硫黄
を担いで行き来した歴史ある道
です。知床硫黄鉱山の歴史を踏
みしめて、タイムスリップしよう。

1号火口（新噴火口）の地下構造模型

カムイワッカの温泉

1号火口（新噴火口）

温泉
帯水

層

火山ガスの上昇

噴気

溶融硫黄（赤茶色）

固体硫黄（黄色）

東側斜面

溶融硫黄噴火のしくみ
火山活動の中心は、1号火口ではなく火口
の東側の斜面（模型の右半分）にあります。
東側斜面地下の温泉帯水層の中で、硫化
水素と二酸化硫黄（亜硫酸ガス）の反応に
よって硫黄が作られます。120℃以上で溶
融した硫黄は、何かのきっかけで帯水層を
流れ、1号火口から噴出します。
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area.

Crater I
(Shinfunkako)

This rock wall was an end of aerial cableway.  The 
sulfur collected at the Kamuiwakka Creek was 
transferred to here by the cableway .  And the sulfur 
was dropped to the shore.  

Crater I in 1936

Crater I (Shinfunkako)

The Kamuiwakka Creek was filled with sulfur in 1936.

Crater I (Shinfunkako)
  A huge amount of molten sulfur is expelled here.  
The volcanic gas is expelled at the fumaroles in the 
crater and the temperature is higher than 90℃.  
Some rock walls built in the mining days are in the 
crater and at the western crater rim.  

Climb the white 
gravel slope.

Remains of 
Cableway Sta.2

Twinkle
tw

inkle

Some pieces of sulfur can be seen 
on the rock.

Kamuiwakka View Place

Excellent view of the sea shore from the ruin of cableway station 2.
The Kamuiwakka Falls can be seen. 

Sulfur gravel deposit 
(no more exist today)

T
o the 

m
ountain top
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Underground structure around Crater I

Hot spring at Kamuiwakka Creek

Crater I (Shinfunkako)

Hot spring aq
uifer

Gas coming up

Fumarole

Molten sulfur (Reddish brown)
Solid sulfur (yellow)

The mechanism of 
   molten sulfur eruption

The center of volcanic activity is not in the 
Crater I but in the eastern hill from Crater I 
(on the right half of the diorama).  Sulfur is 
generated in the hot spring aquifer under the 
eastern hill by the reaction of volcanic gases, 
sulfur dioxide and hydrogen sulfide.  The 
molten sulfur in higher temperature than 120℃ 
starts to flow in the aquifer by a trigger 
(unknown yet) and comes out of Crater I.    

Eastern hill from Crater I

Ruin of mining facilities in the grass

TodayIn 1936

Sulfur in Kamuiwakka Creek

There were cableways 
in many years ago!

The sulfur in Kamuiwakka Creek 
was transferred to the shore by the 
aerial cableway.

Flowing course of 1936 
Molten Sulfur Eruption

(Cannot see today)

Seseki Hot Spring
Illusion bath

Remains of 
Cableway Sta.1

The Remains of cableway station 1.The Remains of cableway station 1.

The Remains of cableway station 2The Remains of cableway station 2

Wild hot spring water is expelled with red iron 
rust.  
46.5℃ and pH = 7 (April 20, 2019).  This mild 
hot mineral water is much different from the 
water of Kamuiwakka Creek.  Because this is 
a wild hot spring, there is no bathtub; you 
need to create one by yourself.  It is fun!

Seseki Hot Spring 
Mahorobanoyu or Illusion Bath

Shiretokoiozan is the only volcano which 
erupts a huge amount of molten sulfur.  
The last eruption was 1936.  116,523 tons 
of molten sulfur was expelled at Crater I 
(today it is called “Shinfunkako”) and 
flowed into the Kamuiwakka Creek while 
filling the valley with solid yellow sulfur.  
Unfortunately all the sulfur was mined for 
the material of gun powder and fertilizer 
but today still we can see some pieces of 
sulfur on the rocks along the molten 
sulfur’s flowing course.  

Shiretokoiozan was developed as a sulfur 
mine by Minadzuki family and 
Nihontokushukogyo Co.  During the time 
of Nihontokushukogyo Co. they collected 
sulfur with large equipments and facilities.  
Many workers were killed due to the 
forced labor.  The mountain trail to Crater 
I or Shinfunkako is a historic trail which 
was developed during the mining date.  
Still we can see some remains of mine in 
this area e.g. the facility of cableway.  

Seseki Hot Spring Mahorobanoyu or 
Illusion Bath, mild hot water, is expelled in 
the grassy forest.  

Just pass the entrance 
of mountain trail to 
Shiretokoiozan and 
continue to walk for 
120m along the vehicle 
road.  The ancient 
miners’ trail can be 
found on the left of the 
road.  Even though the 
trail has trees and 
bushes still you can 
trace the path.  During 
the mining date, 
workers walked with 
loads on this trail 
between Crater I and 
the shore.  You can 
walk with feeling of 
history of the sulfur 
mining like time 
traveling. 

Aerial cablew
ay (cannot see today)

The Molten Sulfur Eruption of 
Shiretokoiozan Volcano and 
Sulfur Mine Remains
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w

ay
 t

h
e
 l
ar

ge
 a

m
o
u
n
t 

o
f 
su

lf
u
r 

w
as

 t
ra

n
sp

o
rt

e
d 

fa
st

 a
n
d 

e
ff
e
c
ti
ve

ly
 t

o
 t

h
e
 l
o
w

e
r 

st
at

io
n
 a

t 
th

e
 s

e
a 

sh
o
re

 a
bo

u
t 

1.
6
 k

m
 a

w
ay

 
fr

o
m

 h
e
re

.

知
床

硫
黄

山
は

大
量

の
溶

融
硫

黄
を

噴
出

す
る

こ
と

で
知

ら
れ

、
か

つ
て

は
硫

黄
鉱

山
と

し
て

採
掘

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

標
高

6
0
0m

に
あ

る
1号

火
口

（新
噴

火
口

）
は

、
険

し
い

山
の

中
に

あ
り

、
大

量
の

硫
黄

を
海

岸
ま

で
運

び
出

す
の

は
困

難
で

し
た

が
、

1
9
3
8年

に
索

道
が

設
置

さ
れ

硫
黄

の
運

搬
が

容
易

に
な

り
ま

し
た

。
　

こ
こ

よ
り

標
高

が
高

い
場

所
に

堆
積

し
た

硫
黄

を
ト

ロ
ッ

コ
に

積
ん

で
鉄

道
で

こ
の

崖
の

上
ま

で
運

ん
で

漏
斗

に
落

と
し

て
い

た
と

考
え

ら
れ

て
い

ま
す

。
硫

黄
は

さ
ら

に
漏

斗
か

ら
索

道
の

荷
台

に
積

み
込

ま
れ

ま
し

た
。

　
こ

の
石

垣
は

索
道

の
駅

の
遺

構
で

す
。

索
道

を
使

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

当
時

こ
こ

か
ら

1.
6k

m
離

れ
た

海
岸

に
あ

っ
た

下
の

駅
ま

で
大

量
の

硫
黄

を
速

く
効

率
よ

く
運

搬
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

R
e
m

ai
n
 o

f 
A

e
ri
al

 C
ab

le
w

ay
 w

h
ic

h
 t

ra
n
sp

o
rt

e
d 

to
n
s 

o
f 
su

lf
u
r 

to
 t

h
e
 s

e
a 

sh
o
re

  
大

量
の

硫
黄

を
海

岸
ま

で
運

搬
し

た
索

道
施

設
跡

A
e
ri
al

 C
ab

le
w

ay
 S

ys
te

m
索

道
シ

ス
テ

ム

W
e 

ar
e 

he
re

.
現

在
位

置

火
口

周
辺

の
硫

黄
S
u
lf
u
r 

in
 t

h
e
 c

ra
te

r 
an

d 
vi

c
in

it
y

C
ra

te
r 

I 
1号

火
口

S
u
lf
u
r 

c
o
lle

c
te

d 
h
e
re

硫
黄

は
こ

こ
で

採
掘

さ
れ

る

F
u
n
n
e
l

漏
斗

F
un

ne
l

漏
斗

54

R
e
m

ai
n
 o

f 
m

in
e
 r

ai
lw

ay
　

ト
ロ

ッ
コ

軌
道

跡



O
h
ir
o
m

a 
is

 a
 c

o
lla

ps
e
 c

ra
te

r 
w

h
ic

h
 i
s 

lo
c
at

e
d 

al
o
n
g 

th
e
 L

ar
ge

 
c
u
rv

e
 w

h
e
re

 h
o
t 

sp
ri
n
gs

, 
c
ra

te
rs

 a
n
d 

fu
m

ar
o
le

s 
ar

e
 a

lig
n
e
d.

  
D

u
ri
n
g 

th
e
 l
as

t 
e
ru

pt
io

n
 i
n
 1

9
3
6
, 
th

is
 c

ra
te

r 
w

as
 f
ill

e
d 

w
it
h
 a

 
la

rg
e
 a

m
o
u
n
t 

o
f 
su

lf
u
r 

w
h
ic

h
 f
lo

w
e
d 

fr
o
m

 C
ra

te
r 

I. 
 

D
u
ri
n
g 

th
e
 m

in
in

g 
ti
m

e
 a

ft
e
r 

th
e
 e

ru
pt

io
n
, 
ra

il 
w

ay
s 

an
d 

fu
n
n
e
ls

 f
o
r 

lo
ad

in
g 

su
lf
u
r 

o
re

 o
n
to

 t
h
e
 m

in
e
 c

ar
s 

w
e
re

 
e
st

ab
lis

h
e
d.

  

　
大

広
間

は
陥

没
火

口
で

、
大

曲
線

と
呼

ば
れ

る
温

泉
や

火
口

、
噴

気
孔

が
並

ん
だ

曲
線

上
に

位
置

し
て

い
ま

す
。

1
9
3
6
年

の
噴

火
の

際
に

は
、

1
号

火
口

か
ら

噴
出

し
た

溶
融

硫
黄

が
流

れ
込

み
、

黄
色

い
固

体
の

硫
黄

で
埋

め
尽

く
さ

れ
ま

し
た

。
　

噴
火

の
後

の
鉱

山
時

代
に

は
、

線
路

や
ト

ロ
ッ

コ
に

硫
黄

を
積

み
込

む
た

め
の

漏
斗

が
設

置
さ

れ
ま

し
た

。

C
o
lla

ps
e
 C

ra
te

r 
“O

h
ir
o
m

a”
陥

没
孔

・大
広

間

P
h
o
to

gr
ap

h
s 

写
真

A
bo

ve
: 
O

h
ir
o
m

a 
du

ri
n
g 

th
e
 m

in
in

g 
ti
m

e.
  
R

ai
lw

ay
s,

 m
in

e
 c

ar
s 

an
d 

fu
n
n
e
l 
ar

e
 o

bs
e
rv

e
d.

B
o
tt

o
m

: 
M

o
lt
e
n
 s

u
lf
u
r 

fl
o
w

 i
n
to

 O
h
ir
o
m

a 
(b

la
c
k)

上
：鉱

山
時

代
の

大
広

間
の

よ
う

す
。

線
路

、
ト

ロ
ッ

コ
、

漏
斗

が
見

ら
れ

ま
す

。
下

：大
広

間
に

流
れ

込
む

溶
融

硫
黄

流
（黒

）

6

K
am

u
iw

ak
ka

 C
re

e
k

カ
ム

イ
ワ

ッ
カ

川

C
ra

te
r 

I 

1号
火

口
（新

噴
火

口
）

S
ul

fu
r 

ge
ne

ra
te

d

硫
黄

生
成

V
o
lc

an
ic

 g
as

 c
o
m

in
g 

u
p

火
山

ガ
ス

上
昇

C
ra

te
r 

I 
an

d 
it
s 

vi
c
in

it
y 

in
 1

9
3
6

1
9
3
6年

当
時

の
1
号

火
口

と
そ

の
近

辺

C
ra

te
r 

I
1
号

火
口

S
u
lf
u
r 

F
lo

w
硫

黄
流

C
ra

te
r 

I, 
w

h
e
re

 m
o
lt
e
n
 s

u
lf
u
r 

w
as

 e
xp

e
lle

d

A
bo

ve
: 
C

ra
te

r 
I 
in

 1
93

6 
fi
lle

d 
w

it
h 

su
lf
ur

.
上

：硫
黄

で
埋

ま
る

1号
火

口
R

ig
ht

: 
M

o
lt
en

 s
ul

fu
r 

fl
o
w

 (
bl

ac
k)

 o
n 

th
e 

ye
llo

w
 s

o
lid

 
su

lf
ur

 (
w

hi
te

)
右

：黄
色

い
固

体
硫

黄
（白

）の
上

を
流

れ
る

溶
融

硫
黄

（黒
）

A
bo

ve
: 
S
ch

em
at

ic
 d

ia
gr

am
 o

f 
th

e
 m

ec
ha

ni
sm

 o
f 

m
o
lt
en

 s
ul

fu
r 

er
up

ti
o
n

上
：溶

融
硫

黄
噴

火
の

し
く
み

模
式

図

E
as

te
rn

 u
ph

ill

東
側

斜
面

S
ul

fu
r 

ge
ne

ra
ti
ng

 a
re

a

硫
黄

生
成

地
域

　
1
号

火
口

（
新

噴
火

口
）
は

大
量

の
溶

融
硫

黄
を

噴
出

す
る

火
口

と
し

て
知

ら
れ

て
い

ま
す

。
1
8
0
0
年

代
以

降
の

記
録

で
は

、
こ

れ
ま

で
に

4
回

の
溶

融
硫

黄
噴

火
が

あ
っ

た
と

さ
れ

て
い

ま
す

。
1
9
3
6に

起
こ

っ
た

最
後

の
噴

火
で

は
、

1
1
6
,5

2
3
ト

ン
も

の
溶

融
硫

黄
が

噴
出

し
、

カ
ム

イ
ワ

ッ
カ

川
に

流
れ

込
ん

で
1
.4

km
も

の
距

離
を

流
れ

ま
し

た
。

　
硫

黄
は

火
口

の
東

側
に

あ
る

斜
面

の
地

下
帯

水
層

で
火

山
ガ

ス
ど

う
し

に
よ

る
反

応
に

よ
っ

て
作

ら
れ

ま
す

（
右

図
解

参
照

）
。

火
山

活
動

が
活

発
化

し
た

と
き

に
溶

融
硫

黄
は

帯
水

層
を

流
れ

、
1号

火
口

か
ら

噴
出

し
ま

す
。

C
ra

te
r 

I 
is

 k
n
o
w

n
 f
o
r 

a 
la

rg
e
 a

m
o
u
n
t 

o
f 
m

o
lt
e
n
 s

u
lf
u
r 

e
ru

pt
io

n
. 
 I
n
 t

h
e
 d

o
c
u
m

e
n
te

d 
h
is

to
ry

 s
in

c
e
 1

8
0
0
’
s 

th
e
 c

ra
te

r 
I 
e
xp

e
lle

d 
m

o
lt
e
n
 s

u
lf
u
r 

fo
r 

fo
u
r 

ti
m

e
s.

  
In

 
th

e
 l
as

t 
e
ru

pt
io

n
 i
n
 1

9
3
6
, 
1
1
6
,5

2
3
 t

o
n
s 

o
f 
m

o
lt
e
n
 

su
lf
u
r 

w
as

 e
xp

e
lle

d 
an

d 
fl
o
w

e
d 

in
to

 t
h
e
 K

am
u
iw

ak
ka

 
C

re
e
k 

fo
r 

ar
o
u
n
d 

1
.4

 k
m

. 
 

T
h
e
 s

u
lf
u
r 

is
 g

e
n
e
ra

te
d 

in
 t

h
e
 u

n
de

rg
ro

u
n
d 

aq
u
if
e
r 

in
 

th
e
 u

ph
ill

 l
o
c
at

e
d 

o
n
 t

h
e
 e

as
t 

fr
o
m

 t
h
e
 c

ra
te

r 
by

 t
h
e
 

c
h
e
m

ic
al

 r
e
ac

ti
o
n
 a

m
o
n
g 

vo
lc

an
ic

 g
as

e
s 

(d
ia

gr
am

 o
n
 

th
e
 r

ig
h
t)

. 
 W

h
e
n
 t

h
e
 v

o
lc

an
o
 i
s 

m
o
re

 a
c
ti
ve

, 
th

e
 

m
o
lt
e
n
 s

u
lf
u
r 

fl
o
w

s 
in

 t
h
e
 a

qu
if
e
r 

an
d 

c
o
m

e
s 

o
u
t 

o
f 

C
ra

te
r 

I. 
 

溶
融

硫
黄

を
噴

出
す

る
1
号

火
口

（
新

噴
火

口
）

7

M
o
lt
e
n
 S

u
lf
u
r 

F
lo

w
溶

融
硫

黄
流



F
ro

m
 K

am
ui

w
ak

ka
 C

re
ek

カ
ム

イ
ワ

ッ
カ

川
か

ら
S
ul

fu
r

硫
黄

M
in

e 
tr

ai
n

ト
ロ

ッ
コ

A
er

ia
l c

ab
le

w
ay

索
道

A
er

ia
l c

ab
le

w
ay

索
道

F
u
n
n

e
l

漏
斗

F
un

n
el 漏

斗

T
o
 s

e
a 

sh
o
re

海
岸

へ

T
h
e
 K

am
u
iw

ak
ka

 C
re

e
k 

is
 w

e
ll 

kn
o
w

n
 f
o
r 

it
s 

h
o
t 

sp
ri
n
g 

w
at

e
r 

fl
o
w

in
g.

  
T
h
e
 h

o
t 

sp
ri
n
g 

w
at

e
r 

c
am

e
 t

h
o
u
gh

t 
th

e
 a

qu
if
e
r 

u
n
de

r 
th

e
 

ar
e
a 

o
f 
C

ra
te

r 
I 
w

h
e
re

 m
o
lt
e
n
 s

u
lf
u
r 

w
as

 e
xp

e
lle

d 
in

 t
h
e
 p

as
t.
  
In

 
th

e
 a

qu
if
e
r,
 v

o
lc

an
ic

 g
as

e
s 

ar
e
 d

is
so

lv
e
d 

an
d 

by
 t

h
e
 c

h
e
m

ic
al

 
re

ac
ti
o
n
 e

le
m

e
n
ta

l 
su

lf
u
r 

is
 g

e
n
e
ra

te
d 

an
d 

de
po

si
te

d.
  
A

t 
th

e
 s

am
e
 

ti
m

e
 t

h
e
 a

qu
if
e
r 

w
at

e
r 

be
c
o
M

e
s 

w
ar

m
 s

u
lf
u
ri
c
 a

c
id

. 
 T

h
e
 

ac
c
u
m

u
la

te
d 

su
lf
u
r 

in
 t

h
e
 a

qu
if
e
r 

is
 e

xp
e
lle

d 
o
n
c
e
 i
n
 s

e
ve

ra
l 

de
c
ad

e
s 

at
 C

ra
te

r 
I 
(S

h
in

fu
n
ka

ko
).
  

  
  

A
t 

th
e
 1

9
3
6
-e

ru
pt

io
n,

 m
o
lt
e
n
 s

u
lf
u
r 

w
as

 e
xp

e
lle

d 
at

 C
ra

te
r 

I 
an

d 
fl
o
w

e
d 

in
to

 t
h
is

 c
re

e
k 

an
d 

w
as

 d
e
po

si
te

d 
in

 t
h
e
 c

R
e
e
k.

  
E
sp

e
c
ia

lly
 

K
am

u
iw

ak
ka

 H
o
t 

S
pr

in
g 

F
al

ls
 w

as
 b

u
ri
e
d 

c
o
m

pl
e
te

ly
 w

it
h
 s

o
lid

if
ie

d 
ye

llo
w

 s
u
lf
u
r 

as
 s

h
o
w

n
 i
n
 t

h
e
 p

h
o
to

gr
ap

h
. 
 

D
u
e
 t

o
 t

h
e
 w

ar
 b

e
tw

e
e
n
 J

ap
an

 a
n
d 

C
h
in

a 
ar

o
u
n
d 

1
9
3
6,

 t
h
e
 n

e
e
ds

 
o
f 
su

lf
u
r,
 a

 m
at

e
ri
al

 o
f 
gu

n
 p

o
w

de
r,
 i
n
c
re

as
e
d 

an
d 

th
e
 s

u
lf
u
r 

w
as

 
al

m
o
st

 c
o
m

pl
e
te

ly
 c

o
lle

c
te

d 
fo

r 
th

e
 r

e
so

u
rc

e
s.

  
T
h
e
re

 w
as

 a
 

ra
ilw

ay
 o

n
 t

h
e
 r

ig
h
t 

ba
n
k 

o
f 
th

e
 c

re
e
k 

sh
o
rt

ly
 d

o
w

n
st

re
am

 f
ro

m
 

th
e
 H

o
t 

S
pr

in
g 

F
al

ls
 a

n
d 

th
e
 s

u
lf
u
r 

w
as

 t
ra

n
sp

o
rt

e
d 

to
 t

h
e
 r

ig
h
t 

ba
n
k.

  
T
h
e
n
 t

h
e
 s

u
lf
u
r 

w
as

 t
ra

n
sp

o
rt

e
d 

to
 t

h
e
 s

e
a 

sh
o
re

 b
y 

an
 

ae
ri
al

 c
ab

le
w

ay
. 
 T

o
da

y 
w

e
 c

an
 o

bs
e
rv

e
 t

h
e
 p

at
h
 w

h
e
re

 t
h
e
 

ra
ilw

ay
 w

as
 e

st
ab

lis
h
e
d 

an
d 

ro
c
k 

w
al

ls
 b

u
ilt

 f
o
r 

su
pp

o
rt

in
g 

th
e
 

m
in

e
 f
ac

ili
ti
e
s.

  

　
カ

ム
イ

ワ
ッ

カ
川

は
温

泉
が

流
れ

る
川

と
し

て
知

ら
れ

て
い

ま
す

。
温

泉
は

硫
黄

山
の

新
噴

火
口

と
そ

の
周

辺
の

地
下

を
通

っ
て

き
た

も
の

で
、

地
下

水
に

火
山

ガ
ス

が
溶

け
て

強
酸

性
の

硫
酸

に
な

り
、

同
時

に
地

熱
を

受
け

て
温

泉
に

な
っ

た
も

の
で

す
。

こ
の

と
き

温
泉

帯
水

層
の

中
で

火
山

ガ
ス

の
反

応
に

よ
っ

て
硫

黄
が

作
ら

れ
蓄

積
さ

れ
て

い
き

ま
す

。
そ

の
硫

黄
は

数
十

年
に

一
度

、
新

噴
火

口
か

ら
溶

融
硫

黄
と

し
て

噴
出

し
ま

す
。

　
1
9
3
6年

に
起

こ
っ

た
噴

火
で

は
、

当
時

「1
号

火
口

」と
呼

ば
れ

て
い

た
現

在
の

新
噴

火
口

か
ら

大
量

の
溶

融
硫

黄
が

噴
出

し
、

こ
の

カ
ム

イ
ワ

ッ
カ

川
に

流
れ

込
み

ま
し

た
。

そ
し

て
カ

ム
イ

ワ
ッ

カ
湯

の
滝

周
辺

は
、

完
全

に
黄

色
い

固
体

硫
黄

で
埋

め
尽

く
さ

れ
ま

し
た

。
　

1
9
3
0年

代
は

中
国

と
の

戦
争

で
火

薬
の

原
料

に
な

る
硫

黄
の

需
要

は
増

し
、

カ
ム

イ
ワ

ッ
カ

の
硫

黄
は

ほ
ぼ

す
べ

て
採

掘
さ

れ
ま

し
た

。
湯

の
滝

の
少

し
下

流
か

ら
右

岸
に

線
路

が
敷

か
れ

、
カ

ム
イ

ワ
ッ

カ
川

で
採

掘
し

た
硫

黄
を

ト
ロ

ッ
コ

で
運

ん
で

い
ま

し
た

。
右

岸
に

運
ば

れ
た

硫
黄

は
、

索
道

に
よ

っ
て

海
岸

ま
で

運
ば

れ
貯

鉱
場

に
蓄

え
ら

れ
ま

し
た

。
現

在
で

も
ト

ロ
ッ

コ
の

線
路

が
あ

っ
た

通
路

や
、

鉱
山

関
連

施
設

の
石

垣
を

見
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

K
am

u
iw

ak
ka

 H
o
t 

S
pr

in
g 

F
al

ls
カ

ム
イ

ワ
ッ

カ
湯

の
滝

A
e
ri
al

 C
ab

le
w

ay
 S

ys
te

m
索

道
シ

ス
テ

ム

W
e 

ar
e 

he
re

.
現

在
位

置

カ
ム

イ
ワ

ッ
カ

川
の

硫
黄

S
u
lf
u
r 

in
 K

am
u
iw

ak
ka

 C
re

e
k

K
am

u
iw

ak
ka

 H
o
t 

S
pr

in
g 

F
al

ls
 i
n
 1

9
3
6

1
9
3
6年

当
時

の
カ

ム
イ

ワ
ッ

カ
湯

の
滝
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T
he

 c
en

te
r 

o
f 
vo

lc
an

ic
 a

ct
iv

it
y 

at
 C

ra
te

r 
I

新
噴

火
口

の
活

動
の

中
心

地

S
h
ir
e
to

ko
io

za
n
 V

o
lc

an
o
 i
s 

w
e
ll 

kn
o
w

n
 f
o
r 

it
s 

h
u
ge

 a
m

o
u
n
t 

o
f 

m
o
lt
e
n
 s

u
lf
u
r 

e
ru

pt
io

n.
  
A

c
c
o
rd

in
g 

to
 t

h
e
 r

e
c
e
n
t 

ge
o
lo

gi
c
al

 
re

se
ar

c
h
 i
t 

w
as

 d
is

c
o
ve

re
d 

th
at

 t
h
e
 s

u
lf
u
r 

is
 g

e
n
e
ra

te
d 

in
 t

h
e
 

u
n
de

rg
ro

u
n
d 

aq
u
if
e
r 

by
 t

h
e
 c

h
e
m

ic
al

 r
e
ac

ti
o
n
 o

f 
vo

lc
an

ic
 g

as
e
s 

c
o
m

in
g 

in
to

 t
h
e
 a

qu
if
e
r 

fo
r 

se
ve

ra
l 
de

c
ad

e
s.

  
W

h
e
n
 t

h
e
 v

o
lc

an
o
 

is
 m

o
re

 a
c
ti
ve

, 
th

e
 s

u
lf
u
r 

m
e
lt
s 

an
d 

fl
o
w

s 
in

 t
h
e
 a

qu
if
e
r 

an
d 

c
o
m

e
s 

o
u
t 

o
f 
th

e
 C

ra
te

r 
I. 

T
h
is

 r
o
c
ky

 f
ie

ld
 l
o
o
ks

 l
ik

e
 j
u
st

 a
n
 o

rd
in

ar
y 

fi
e
ld

 b
u
t 

h
e
re

 i
s 

th
e
 

c
e
n
te

r 
o
f 
th

e
 v

o
lc

an
ic

 a
c
ti
vi

ty
 o

f 
C

ra
te

r 
I. 

 S
m

al
l 
fu

m
ar

o
le

s 
e
xp

e
ls

 v
o
lc

an
ic

 g
as

e
s 

w
h
ile

 s
u
lf
u
r 

is
 b

e
in

g 
ge

n
e
ra

te
d 

u
n
de

r 
th

e
 

gr
o
u
n
d.

  
　

知
床

硫
黄

山
は

大
量

の
溶

融
硫

黄
を

噴
出

す
る

こ
と

で
知

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

近
年

の
調

査
の

結
果

、
そ

の
硫

黄
は

新
噴

火
口

の
東

側
に

広
が

る
こ

の
斜

面
の

地
下

帯
水

層
で

作
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
し

た
。

何
十

年
も

の
歳

月
を

経
て

、
こ

の
斜

面
の

地
下

帯
水

層
に

噴
き

出
し

た
火

山
ガ

ス
の

反
応

で
硫

黄
は

作
ら

れ
、

あ
る

と
き

溶
融

硫
黄

と
し

て
帯

水
層

の
中

を
流

れ
下

り
、

新
噴

火
口

か
ら

噴
出

し
ま

す
。

　
こ

こ
か

ら
見

る
景

色
は

、
一

見
何

も
な

い
岩

の
原

っ
ぱ

に
見

え
ま

す
が

、
新

噴
火

口
の

活
動

の
中

心
は

こ
の

地
域

に
あ

り
ま

す
。

た
く
さ

ん
の

噴
気

孔
が

火
山

ガ
ス

を
噴

出
し

て
お

り
、

地
下

で
は

今
で

も
硫

黄
が

作
ら

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。
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日本特殊鉱業時代の1号火口

ロープウェイの中継柱

涙状硫黄
爆発によって溶融硫黄が吹
き飛ばされて空中で冷却固
化したもの

パホイホイ硫黄
知床自然センターで展示中
9月23日まで
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